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教育委員会に関する事務の管理及び執行の状況に係る点検及び評価、並びに町議会への 

報告と町民への公表について 

 

 平成１９年６月に一部改正された地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「地教行法」とい

う。）により、江差町教育委員会では平成２０年度から毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状

況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成しこれを議会に提出するとともに、町

民へ公表しております。 

 点検及び評価を行うにあたっては、「教育に関する学識経験を有する方の知見の活用を図る」ものと

され、点検・評価の具体的な項目や指標については、各教育委員会が実情を踏まえて決定し、議会や地

域住民の指摘を受けて改善していくこととなります。 

 「令和６年度江差町教育委員会外部評価委員会点検・評価報告書」は、地教行法に基づき効果的な教

育行政の推進を図るとともに、町民の皆様への説明責任を果たすため、江差町教育推進計画「江差の教

育を進めるために」（令和３～令和７年度）を基本にした「令和６年度教育行政執行方針」に定める基本

方針及び重点目標の主な施策・事業をはじめとする全ての事業について点検及び評価を行い、教育に関

する学識経験者等による「江差町教育委員会外部評価委員会」からさまざまなご意見やご指導をいただ

きまとめたものです。 

 

令和８年３月 

 

江差町教育委員会 

 

  



１ 点検・評価の義務付け 

(1) 点検・評価の義務付け 

教育委員会は、毎年、学識経験を有する者の知見も活用しながら、自らの事務の管理・執行の状

況について点検・評価を行い、その結果を議会に報告するとともに、公表することが義務付けられ

ました。※【地教行法第 26 条】 

(2) 教育委員会の対応 

江差町教育委員会では、前年度の活動状況について点検・評価を開始し、町内の有識者５名で構

成される「江差町教育委員会外部評価委員会」から広く意見を聴取しました。 

※委嘱した外部評価委員…任期：令和７年１２月１日～令和９年１１月３０日 

委 員 長 太 田   誠（学識者：元江差町教育委員会教育長） 

副委員長 川 口 栄味子（社会教育関係者：江差町スポーツ協会副会長） 

委  員 上 田   誠（社会教育関係者：江差町文化協会副会長） 

委  員 石 橋   忍（社会教育関係者：民生委員・児童委員） 

委  員 福 島   勇（学校教育関係者：江差北小中学校ＰＴＡ会長） 

 

○会議開催月日   第１回  令和７年１２月２２日 

第２回  令和８年 ２月２５日 

 

２ 点検・評価の対象及び方法 

(1) 対象 

江差町教育委員会が所管する事務事業（総務係、学校教育係、社会教育係、地域文化係、図書係）

すべてにおいて点検・評価の対象としました。 

(2) 方法 

江差町が作成する「令和６年度主要施策の成果説明書」に基づき、江差町教育委員会が所管する

事務事業について作成しました。 

(3) 参考資料等 

・令和６年度決算監査関係資料（令和６年度各会計歳入歳出決算書（関係部分抜粋）、令和６年度各

会計決算に係る主要施策の成果説明書（関係部分抜粋））、議会決算特別委員会・監査委員会の意見 

・江差町教育推進計画（江差の教育を進めるために）（令和３年度～令和７年度） 

・令和６年度教育行政執行方針 

 

３ 点検・評価の活用方法 

教育委員会は、外部評価委員会の評価と意見及び町民の要望・意見並びに教育委員会の自己評価・

課題などについて、今後の事務事業や教育推進計画に反映させるよう努めるものとします。 
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●江差町教育委員会の点検・評価の流れ（概要図） 

 

評価は、各事業などについて所管係が評価シートを作成することから始まり、教育に関する学識経験

者等で構成された「江差町教育委員会外部評価委員会」からの評価内容に対する客観性の検証と改善に

対する意見、助言等を踏まえ、教育委員会として報告書を作成し、議会へ報告するとともに、公表する

ものです。 

また、公表により町民のみなさまからいただく意見、要望も参考に、今後の事業計画策定に反映し、

これらのサイクルを毎年繰り返すことにより、事業の改善を進め、町民の目線に立った教育行政の運営

に努めてまいります。 

 

事業見直しサイクル 

 

   評価シート作成（各係） 

（事務事業の点検・評価）                  【各係】事業実施 

評価シート事務局段階取りまとめ                    

   （学校教育課）（社会教育課） 

 

【各係】事業計画 

 

教育委員会（提案承認） 

 

                               

                               教育委員会（検討・見直し） 

江差町教育委員会外部評価委員会 

評価について報告。意見、助言をもらう。 

意見等付記                               

                                   

                                  （意見反映） 

                                   

教育委員会（評価一覧表作成）                江差町議会に報告 

      （報告書作成）                    町民一般公表 
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◆外部評価委員会の総合意見 

 点検・評価の総合意見は、江差町教育委員会の令和６年度事業について、教育長をはじめ江差町教育

委員会事務局職員から説明を受け、外部評価委員会内部での質疑・議論の上、取りまとめたものです。 

 教育現場においては児童生徒の交流、運動会や学習発表会、遠足などの行事がコロナ禍前後で大きく

変わりましたが、子どもたちのいきいきとした笑顔は変わりません。また、学校教育や社会教育の事業

を通じ、学校と地域の方々との接点を多くつくってきたところです。 

 令和３年度に示された江差町教育大綱、江差町教育推進計画では、「子どもたちの誰ひとり取り残さ

ない教育行政を推進する」「子ども一人ひとりに、目が行き届き、温かい教育を提供する町」「多様性の

社会を尊重する力を育む町」「自己肯定感を高め、自己決定のできる力を育む町」「生涯を通じて学びを

続ける人を育む町」を掲げ、「ふるさと江差に心の向く教育の推進」をテーマとして教育行政の推進にあ

たっています。 

 これらを進めるために各種の事務事業の展開を図っておりますが、いずれの事務事業についてもその

「必要性」や「経済性・効率性」を客観的に評価いたしました。事業の必要性は町民にとっていずれも

十分に認められるものではありますが、一層の創意工夫、効率化を求めるものであります。あわせてそ

の達成度についても、課題の整理や事業の優先度等を考慮しながら、充実が図られるよう検討ください。 

 

 以下、分野別の評価について意見を述べます。 

 

 学校教育について 

 安全・安心な学校生活を送るために必要な設備として各学校にエアコンが設置されました。子どもた

ちが勉強しやすい環境と教職員の働きやすい環境の整備が早期に実施されたことは評価します。まだ体

育館など一部にエアコンが導入されていないことから、今後、早期に整備するよう望みます。 

 学力の向上については、小中連携教育の推進や「江差町学力向上会議」を通じた学力の定着を図って

いること、ＩＣＴを活用した学習習慣の定着が図られつつあり、また学力調査においても一定の成果が

見られています。今後はＩＣＴ端末の持ち帰りにより、学校だけではなく家庭内での学習が充実される

取り組みを推進されるよう望みます。 

 特別支援教育については、通常学級において特別な教育的配慮・支援を要する児童生徒が増加してお

ります。児童生徒の将来を見据え、また個々の特性も考慮しながら、学びの環境を充実させることを望

みます。学習指導員の配置や特別支援教育支援員の増員など、充実した体制になっていることを評価し

ます。 

 教職員の働き方改革については、校務の軽減や効率化、教育活動の改善を図るために「部活動休養日

の設定」や「学校閉庁日の設定・拡充」、勤怠管理システムの導入等により一定の成果を上げていること、

ＩＣＴ推進などにより、教職員の負担軽減が図られており、引き続き取り組まれるとともに、さらなる

負担軽減に向けた施策の検討を望みます。 

 学校給食費の無償化は、保護者の経済的負担の軽減に大きく寄与されていることを評価します。今後

は児童生徒の意見も聞きながら、更なる充実した給食の提供が図られるよう望みます。 

 奨学金の募集については、随時募集しているものの利用実態は低調です。利用しやすい制度となるよ

う奨学金の見直しの検討を望みます。 
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社会教育・スポーツ振興について 

社会教育は、青少年から成人まで教養の向上や健康の増進に向け、行政、地域及び家庭が連携し生涯

にわたり学習する教育活動であり、「江差町教育推進計画」のテーマである「ふるさと江差に心の向く教

育の推進」に基づき、年間を通じて多くの事業を展開してきたことを高く評価します。江差追分指導者

を全校へ派遣し「江差追分」を体験する活動、あるいは学校の求めに応じながら地域の方々や学芸員が

児童生徒の指導をサポートするなど、町の大切な歴史的・文化的資源に触れる取組は、教育推進計画を

具現化するもので継続的な活動を望みます。 

コミュニティスクール（学校運営協議会）における社会教育の果たす役割は益々重要となってきてい

ます。そのため、「地域とともにある学校」、「地域と学校でつくる学びの未来」を目指し、地域が学校に

関わるだけではなく、学校も地域に関わっていく環境や取組を進めるなど、活動がより一層の充実され

ることに期待します。 

少子化により中学校部活動は単独での活動が難しくなってきており、子ども達の持続的なスポーツ・

文化活動を地域全体で支えていく必要があります。そのため、地域人材を活用した指導体制の確保や近

隣町との連携を図り、部活動の地域展開に向けた取組の充実を望みます。また、青少年を取り巻く環境

に対応し、「親子で参加する」「地域で交流する」「世代間で交流する」といったことをコンセプトに遊び

場が少ない中で子ども達が安心して遊びや交流ができる居場所づくりとして、運動公園や文化会館など

の公共施設を活用した取組のより一層の充実を望みます。街なかで子ども達が元気にあいさつする姿が

見られるなど「みんなで育てるえさしっ子運動」が定着してきており、今後も地域を巻き込んだ運動の

展開を望みます。 

成人教育については、町民の多くは年代を超えて学びたい意識・意欲は少なからずあるはずです。そ

こを「思う」だけでなく一歩前へ踏み込んだ取組として「シニアカレッジ江差学園」での多様な講座や

世代間の交流など高齢者の学習活動のより一層の充実に向け、体験入学や幅広く活動の周知を図り参加

しやすい環境の充実、成年期世代など幅広い年代における学習機会の創出を強く望みます。 

町民が心身ともに健康で生活していく上で、日常的にスポーツに親しむこととその環境づくりはとて

も大切なことです。地域のスポーツ団体や少年団活動の積極的な支援、プロスポーツ団体等と連携した

取組など、多様な活動機会の確保に加え、計画的な修繕や維持管理に努め、各施設の利用促進に向けた

更なる取組を望みます。 

芸術文化活動及び図書館活動・文化財博物館活動について 

豊かな心や感性、創造性やコミュニケーション能力を育み地域文化の担い手を育成するためにも、身

近にある伝統文化や現代の文化芸術に触れる機会の充実は大切です。江差町文化協会活動の支援や周知

を図り、町民の文化活動に触れる機会の拡充に向けた取組を期待します。幅広い年代を対象とした文化

芸術鑑賞の場の提供をはじめ、文化会館が有効的に利活用されるような取組の充実を望みます。 

「江差町歴史文化基本構想」の理念に基づき、町民と行政が協働しながら継続的に文化遺産の保存・

活用していくことが大切であり、私たちが先人から引き継いだものを未来にバトンタッチできる環境づ

くりを期待します。「エエ町宝箱会議」での議論を深め、「宝箱」ごとの保存活用計画の策定を進めるこ

とを望みます。一方、歴史的資料の映像公開や企画展の開催など積極的な取組を評価します。今後も各

種歴史資料の整理を進め、郷土資料館の機能充実や旧中村家住宅など文化財施設の保存・活用に向けた

取組に期待します。 

開陽丸遺跡は貴重な文化遺産であり、水中遺跡の保存・活用に向けた取組が進められていることを高

く評価します。今後も調査を継続し、保存・活用方法の検討や魅力発信に向けた取組の充実を図り、後

-4-



世に引き継いでいくことを強く望みます。 

図書館は、乳幼児から高齢者まで全ての町民が文化的でうるおいのある生活を営むうえで大切な施設

です。ボランティア団体と連携したブックスタートや絵本の読み聞かせ、学校との連携による児童生徒

が読書に親しむ環境をサポートする地道な活動、さらに町のホームページでの新刊案内など、本の素晴

らしさを伝えようとする取組を評価します。 

町民が「図書館へ行ってみたい」という意識を高めるよう、魅力ある蔵書構成やイベント等の開催の

ほか、気軽に利用しやすい環境の充実を望みます。また、図書館検索システムによる検索・予約対応を

積極的に周知しながら利用促進を図るとともに、引き続き働く年齢層にも考慮した開館時間の延長など、

読書環境の充実を期待します。 

外部評価委員としても、有形無形の江差特有の歴史的・文化的資源に触れながら「ふるさと江差に心

の向く教育の推進」は不変なものと理解します。 

一方で、人口が減少するなか担い手不足による社会教育団体の活動停滞が懸念されており、近隣町と

の広域的な連携など活動機会の充実を図っていくことが求められています。そのため、これまでの取組

の検証や事業の見直しを行い、地域の総合力を発揮させるためにはどうあるべきか追求しながら更なる

「社会教育の質の向上」を望みます。 
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№
3
7
6
～

3
8
4
】

・
北

部
地

区
ス

ク
ー

ル
バ

ス
の

運
行

・
教

職
員

住
宅

の
管

理
・

小
学

校
の

管
理

・
学

校
遊

具
の

改
修

・
学

び
の

カ
タ

チ
づ

く
り

推
進

モ
デ

ル
事

業
の

実
施 ・

江
差

小
学

校
変

圧
器

P
C
B
廃

棄
物

等
搬

出
及

び
廃

棄 ・
学

校
エ

ア
コ

ン
の

整
備

・
公

務
補

業
務

作
業

補
助

・
小

学
校

防
犯

対
策

・
北

部
地

区
に

お
け

る
遠

距
離

通
学

と
な

る
児

童
に

対
し

、
登

校
時

1
回

、
下

校
時

2
回

、
ス

ク
ー

ル
バ

ス
を

運
行

。
学

校
や

保
護

者
の

意
見

を
踏

ま
え

た
運

行
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
・

教
職

員
住

宅
の

維
持

管
理

に
つ

い
て

は
、

入
居

者
の

要
望

等
を

聞
き

な
が

ら
実

施
し

て
い

る
。

全
4
8
戸

の
う

ち
入

居
は

1
7
戸

と
な

っ
て

お
り

、
老

朽
住

宅
の

用
途

廃
止

や
長

寿
命

化
対

策
の

検
討

を
行

っ
て

い
る

。
・

小
学

校
の

教
育

環
境

に
つ

い
て

、
Ｇ

Ｉ
Ｇ

Ａ
ス

ク
ー

ル
構

想
に

基
づ

き
令

和
２

年
度

に
整

備
し

た
Ｉ

Ｃ
Ｔ

環
境

を
継

続
す

る
た

め
、

周
辺

備
品

の
整

備
や

端
末

の
修

理
な

ど
充

実
に

努
め

た
。

・
南

が
丘

小
学

校
の

遊
具

、
ブ

ラ
ン

コ
を

改
修

し
、

児
童

が
安

全
に

遊
ぶ

こ
と

が
で

き
る

環
境

を
整

え
た

。
・

学
び

の
カ

タ
チ

づ
く

り
推

進
モ

デ
ル

事
業

補
助

金
を

各
校

に
交

付
し

、
自

ら
遠

足
や

宿
泊

研
修

時
の

カ
ヌ

ー
体

験
な

ど
、

特
色

あ
る

学
校

づ
く

り
や

児
童

に
応

じ
た

教
育

課
題

へ
の

対
応

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

・
エ

ア
コ

ン
の

整
備

（
繰

越
事

業
）

に
よ

り
、

全
小

学
校

の
普

通
教

室
、

特
別

支
援

教
室

、
一

部
特

別
教

室
、

保
健

室
、

職
員

室
、

校
長

室
に

設
置

さ
れ

た
。

児
童

の
熱

中
症

予
防

や
健

康
管

理
、

あ
わ

せ
て

教
育

環
境

の
向

上
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
・

江
差

小
学

校
へ

の
不

法
侵

入
事

件
を

受
け

、
各

小
学

校
の

建
具

の
不

具
合

箇
所

を
改

修
し

、
防

犯
対

策
を

行
っ

た
。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

体
育

館
な

ど
エ

ア
コ

ン
未

設
置

箇
所

の
早

期
解

消
を

望
む

ス
ク

ー
ル

バ
ス

の
冬

期
間

に
お

け
る

バ
ス

の
立

ち
往

生
等

が
毎

年
発

生
し

て
い

る
こ

と
か

ら
一

層
の

安
全

対
策

を
望

む

Ｂ

事
務

事
業

（
評

価
項

目
）

令
和

７
年

度
　

江
差

町
教

育
委

員
会

事
務

事
業

評
価

一
覧

表
（

令
和
６
年
度
事
業
）

（
評
価
指
標
）
　
Ａ
　
十
分
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｂ
　
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｃ
　
や
や
不
十
分
で
あ
る
　
　
Ｄ
　
不
十
分
で
あ
る
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学
校
教
育
課

実
施

状
況

自
己

評
価

（
成

果
と

課
題

）
外

部
評

価
委

員
意

見
評

価
事

務
事

業
（

評
価

項
目

）

令
和

７
年

度
　

江
差

町
教

育
委

員
会

事
務

事
業

評
価

一
覧

表
（

令
和
６
年
度
事
業
）

4

小
学

校
教

育
の

振
興

【
成

果
説

明
書

3
～

4
ペ

ー
ジ

、
　

№
3
8
5
～

3
9
4
】

・
英

語
指

導
助

手
（

Ａ
Ｌ

Ｔ
）

の
配

置
・

小
中

一
貫

教
育

の
推

進
・

特
別

支
援

教
育

の
充

実
・

学
校

図
書

の
整

備
・

虫
歯

予
防

・
学

力
検

査
、

教
育

研
究

会
等

へ
の

補
助

・
学

習
支

援
ソ

フ
ト

の
整

備
・

要
保

護
児

童
等

就
学

援
助

、
特

別
支

援
教

育
就

学
奨

励
の

実
施

・
北

海
道

医
療

大
学

と
の

連
携

事
業

・
指

導
用

教
科

書
の

購
入

・
英

語
指

導
助

手
を

各
学

校
へ

派
遣

し
、

外
国

語
授

業
の

充
実

と
海

外
へ

の
興

味
関

心
を

高
め

る
こ

と
に

寄
与

し
た

。
・

児
童

生
徒

を
対

象
と

し
た

学
校

生
活

満
足

度
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
や

教
師

を
対

象
と

し
た

研
修

会
の

実
施

等
、

小
学

校
と

中
学

校
の

ス
ム

ー
ズ

な
接

続
と

小
中

連
携

教
育

の
充

実
が

図
ら

れ
た

。
・

各
小

学
校

に
特

別
支

援
教

育
支

援
員

を
配

置
し

、
特

別
な

配
慮

や
支

援
を

必
要

と
す

る
児

童
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
通

常
学

級
も

含
め

円
滑

な
学

校
運

営
に

寄
与

し
た

。
令

和
６

年
度

に
お

い
て

は
、

支
援

員
４

名
を

増
員

し
て

い
る

。
・

学
校

図
書

は
古

い
蔵

書
を

整
理

し
、

蔵
書

の
充

実
に

努
め

て
い

る
。

・
虫

歯
予

防
対

策
は

、
実

施
の

た
め

の
薬

剤
確

保
が

で
き

ず
未

実
施

と
な

っ
た

。
薬

剤
の

確
保

が
で

き
次

第
、

実
施

し
た

い
。

・
Ｃ

Ｒ
Ｔ

学
力

検
査

に
よ

り
、

基
礎

・
基

本
の

定
着

度
等

の
傾

向
を

把
握

し
、

学
習

指
導

の
充

実
に

つ
な

げ
て

い
る

。
教

育
研

究
会

や
特

別
支

援
学

級
教

育
研

究
会

へ
の

補
助

を
行

い
、

教
員

の
指

導
能

力
研

鑽
に

寄
与

し
た

。
・

タ
ブ

レ
ッ

ト
用

学
習

支
援

ソ
フ

ト
を

整
備

し
、

授
業

効
率

や
指

導
効

率
の

向
上

、
家

庭
へ

の
持

ち
帰

り
に

よ
る

学
校

外
で

の
学

習
能

力
向

上
に

つ
な

が
っ

て
い

る
が

、
家

庭
学

習
時

間
の

十
分

な
確

保
に

課
題

が
あ

る
。

・
要

保
護

児
童

や
特

別
支

援
教

育
（

R
6
：

4
3
人

）
の

就
学

に
対

し
就

学
奨

励
費

を
支

給
す

る
こ

と
に

よ
り

、
保

護
者

の
負

担
軽

減
が

図
ら

れ
た

。
・

北
海

道
医

療
大

学
と

連
携

事
業

に
よ

り
、

教
育

相
談

や
心

の
健

康
教

育
等

共
同

研
究

を
実

施
し

、
江

差
町

に
お

け
る

児
童

生
徒

の
教

育
支

援
の

あ
り

方
や

方
向

性
を

検
討

。
幼

保
小

中
の

1
0
年

間
で

子
供

た
ち

の
成

長
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

か
け

は
し

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
や

多
様

化
す

る
不

登
校

対
策

な
ど

に
寄

与
し

て
い

る
。

・
令

和
６

年
度

か
ら

教
科

書
が

改
訂

さ
れ

る
こ

と
に

伴
い

、
教

員
の

指
導

用
教

科
書

を
購

入
し

、
効

果
的

な
授

業
の

実
践

に
寄

与
し

た
。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

家
庭

学
習

な
ど

を
含

め
た

学
力

向
上

に
向

け
た

取
り

組
み

の
充

実
を

望
む

指
導

主
事

、
特

別
支

援
教

育
支

援
員

、
学

習
指

導
員

な
ど

学
校

へ
の

支
援

体
制

が
充

実
し

て
い

る

Ｂ

（
評
価
指
標
）
　
Ａ
　
十
分
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｂ
　
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｃ
　
や
や
不
十
分
で
あ
る
　
　
Ｄ
　
不
十
分
で
あ
る
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学
校
教
育
課

実
施

状
況

自
己

評
価

（
成

果
と

課
題

）
外

部
評

価
委

員
意

見
評

価
事

務
事

業
（

評
価

項
目

）

令
和

７
年

度
　

江
差

町
教

育
委

員
会

事
務

事
業

評
価

一
覧

表
（

令
和
６
年
度
事
業
）

5

学
校

給
食

費
等

の
助

成
【

成
果

説
明

書
5
ペ

ー
ジ

、
　

№
3
9
5
～

3
9
6
】

・
要

保
護

児
童

、
特

別
支

援
教

育
児

童
へ

の
学

校
給

食
費

支
給

・
学

校
給

食
費

完
全

無
償

化

・
要

保
護

児
童

、
特

別
支

援
教

育
児

童
へ

の
学

校
給

食
費

支
給

に
よ

り
、

保
護

者
の

負
担

軽
減

が
図

ら
れ

た
。

・
学

校
給

食
費

の
完

全
無

償
化

に
よ

り
、

保
護

者
負

担
の

大
幅

な
軽

減
が

図
ら

れ
て

い
る

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

Ａ

6

中
学

校
教

育
の

管
理

【
成

果
説

明
書

5
～

6
ペ

ー
ジ

、
　

№
3
9
7
～

4
0
1
】

・
北

部
地

区
ス

ク
ー

ル
バ

ス
の

運
行

・
学

校
備

品
の

購
入

、
修

繕
の

実
施

・
学

び
の

カ
タ

チ
づ

く
り

推
進

モ
デ

ル
事

業
の

実
施 ・

学
校

エ
ア

コ
ン

の
整

備
・

中
学

校
防

犯
対

策

・
北

部
地

区
に

お
け

る
遠

距
離

通
学

と
な

る
生

徒
に

対
し

、
登

校
時

1
回

、
下

校
時

2
回

、
ス

ク
ー

ル
バ

ス
を

運
行

。
さ

ら
に

休
日

に
は

登
校

時
1
回

、
下

校
時

1
回

、
部

活
動

便
を

運
行

し
、

学
校

や
保

護
者

の
意

見
や

部
活

動
を

踏
ま

え
た

運
行

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

・
各

種
教

材
や

備
品

の
購

入
に

よ
り

学
校

運
営

の
安

定
化

に
努

め
た

。
ま

た
校

舎
等

の
維

持
修

繕
を

行
い

、
快

適
な

学
校

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
努

め
て

い
る

。
・

学
び

の
カ

タ
チ

づ
く

り
推

進
モ

デ
ル

事
業

補
助

金
を

各
校

に
交

付
す

る
こ

と
に

よ
り

、
モ

ル
ッ

ク
や

リ
ズ

ム
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
体

験
、

地
元

書
店

で
の

選
書

体
験

な
ど

特
色

あ
る

学
校

づ
く

り
や

生
徒

に
応

じ
た

教
育

課
題

へ
の

対
応

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

・
エ

ア
コ

ン
の

整
備

（
繰

越
事

業
）

に
よ

り
、

全
中

学
校

の
普

通
教

室
、

特
別

支
援

教
室

、
一

部
特

別
教

室
、

保
健

室
、

職
員

室
、

校
長

室
に

設
置

さ
れ

た
。

生
徒

の
熱

中
症

予
防

や
健

康
管

理
、

あ
わ

せ
て

教
育

環
境

の
向

上
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
・

江
差

小
学

校
へ

の
不

法
侵

入
事

件
を

受
け

、
各

中
学

校
の

建
具

の
不

具
合

箇
所

を
改

修
し

、
防

犯
対

策
を

行
っ

た
。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

体
育

館
な

ど
エ

ア
コ

ン
未

設
置

箇
所

の
早

期
解

消
を

望
む

ス
ク

ー
ル

バ
ス

の
冬

期
間

に
お

け
る

バ
ス

の
立

ち
往

生
等

が
毎

年
発

生
し

て
い

る
こ

と
か

ら
一

層
の

安
全

対
策

を
望

む

Ｂ

（
評
価
指
標
）
　
Ａ
　
十
分
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｂ
　
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｃ
　
や
や
不
十
分
で
あ
る
　
　
Ｄ
　
不
十
分
で
あ
る
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学
校
教
育
課

実
施

状
況

自
己

評
価

（
成

果
と

課
題

）
外

部
評

価
委

員
意

見
評

価
事

務
事

業
（

評
価

項
目

）

令
和

７
年

度
　

江
差

町
教

育
委

員
会

事
務

事
業

評
価

一
覧

表
（

令
和
６
年
度
事
業
）

7

中
学

校
教

育
の

振
興

【
成

果
説

明
書

6
～

7
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
0
2
～

4
0
8
】

・
特

別
支

援
教

育
支

援
員

の
配

置
・

学
校

図
書

の
整

備
・

中
体

連
等

出
場

補
助

・
学

力
検

査
の

実
施

・
学

習
支

援
ソ

フ
ト

の
整

備
・

要
保

護
生

徒
等

就
学

援
助

、
特

別
支

援
教

育
就

学
奨

励
の

実
施

・
指

導
用

教
科

書
の

購
入

・
各

中
学

校
に

特
別

支
援

教
育

支
援

員
を

配
置

し
、

特
別

な
配

慮
や

支
援

を
必

要
と

す
る

生
徒

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

通
常

学
級

も
含

め
円

滑
な

学
校

運
営

に
寄

与
し

て
い

る
。

・
学

校
図

書
は

古
い

蔵
書

を
整

理
し

、
蔵

書
に

充
実

に
努

め
て

い
る

。
・

中
体

連
各

種
競

技
大

会
へ

の
出

場
に

係
る

経
費

を
補

助
し

、
陸

上
競

技
な

ど
の

体
育

競
技

や
吹

奏
楽

コ
ン

ク
ー

ル
な

ど
の

大
会

に
出

場
し

、
生

徒
の

体
力

向
上

等
に

寄
与

し
た

。
R
6
年

度
は

陸
上

、
野

球
、

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

が
全

道
大

会
に

出
場

し
た

。
ま

た
、

部
活

動
の

地
域

移
行

の
検

討
も

進
め

て
い

る
。

・
Ｃ

Ｒ
Ｔ

学
力

検
査

に
よ

り
基

礎
・

基
本

の
定

着
度

等
の

傾
向

を
把

握
し

、
学

習
指

導
の

充
実

に
つ

な
げ

て
い

る
。

・
タ

ブ
レ

ッ
ト

用
学

習
支

援
ソ

フ
ト

に
よ

り
、

授
業

効
率

や
指

導
公

立
の

向
上

、
家

庭
へ

の
持

ち
帰

り
に

よ
る

学
校

外
で

の
学

習
能

力
向

上
に

つ
な

が
っ

て
い

る
が

、
家

庭
学

習
時

間
の

十
分

な
確

保
に

課
題

が
あ

る
。

・
要

保
護

児
童

や
特

別
支

援
教

育
（

R
6
:
2
4
人

）
の

就
学

に
対

し
就

学
奨

励
費

を
支

給
す

る
こ

と
に

よ
り

、
保

護
者

の
負

担
軽

減
が

図
ら

れ
た

。
・

令
和

７
年

度
か

ら
教

科
書

が
改

訂
さ

れ
る

こ
と

に
伴

い
、

教
員

の
指

導
用

教
科

書
を

購
入

し
、

効
果

的
な

授
業

の
実

践
に

寄
与

し
た

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

家
庭

学
習

な
ど

を
含

め
た

学
力

向
上

に
向

け
た

取
り

組
み

の
充

実
を

望
む

Ｂ

8

学
校

給
食

費
等

の
助

成
【

成
果

説
明

書
8
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
0
9
～

4
1
0
】

・
要

保
護

生
徒

、
特

別
支

援
教

育
生

徒
へ

の
学

校
給

食
費

支
給

・
学

校
給

食
費

完
全

無
償

化

・
要

保
護

生
徒

、
特

別
支

援
教

育
生

徒
へ

の
学

校
給

食
費

支
給

に
よ

り
、

保
護

者
の

負
担

軽
減

が
図

ら
れ

た
。

・
学

校
給

食
費

の
完

全
無

償
化

に
よ

り
、

保
護

者
負

担
の

大
幅

な
軽

減
が

図
ら

れ
て

い
る

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

Ａ

9

学
校

給
食

の
充

実
【

成
果

説
明

書
1
6
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
3
4
】

・
江

差
町

・
上

ノ
国

町
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
へ

の
負

担
金

・
令

和
４

年
８

月
に

新
給

食
セ

ン
タ

ー
が

完
成

し
、

米
飯

給
食

が
可

能
と

な
り

保
護

者
の

負
担

軽
減

に
つ

な
が

っ
た

。
ま

た
、

ア
レ

ル
ギ

ー
対

応
等

、
安

全
安

心
な

学
校

給
食

の
提

供
を

行
う

こ
と

が
出

来
て

い
る

。
・

地
場

産
物

を
活

用
し

た
給

食
メ

ニ
ュ

ー
や

新
し

い
メ

ニ
ュ

ー
の

開
発

等
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

Ｂ

1
0

奨
学

金
の

貸
与

【
成

果
説

明
書

1
9
ペ

ー
ジ

】
・

高
等

学
校

や
大

学
等

の
進

学
を

希
望

す
る

も
経

済
的

理
由

に
よ

り
修

学
が

困
難

な
者

に
対

し
、

無
利

子
で

奨
学

金
を

貸
与

・
運

営
委

員
会

の
意

見
を

踏
ま

え
、

希
望

す
る

者
全

員
に

対
し

奨
学

金
の

貸
与

が
行

え
た

も
の

の
、

滞
納

繰
越

の
解

消
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

使
用

し
や

す
い

奨
学

金
制

度
へ

の
見

直
し

を
望

む

Ｃ

（
評
価
指
標
）
　
Ａ
　
十
分
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｂ
　
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｃ
　
や
や
不
十
分
で
あ
る
　
　
Ｄ
　
不
十
分
で
あ
る
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社
会
教
育
課

実
施

状
況

自
己

評
価

（
成

果
と

課
題

）
外

部
評

価
委

員
意

見
評

価

1
1

社
会

教
育

事
務

【
成

果
説

明
書

8
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
1
1
】

・
社

会
教

育
委

員
の

会
（

２
回

開
催

）
・

公
用

車
リ

ー
ス

及
び

管
理

（
ハ

イ
エ

ー
ス

）
　

　
乗

車
延

べ
人

数
7
1
1
人

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ク
ー

ル
の

充
実

・
委

員
会

で
の

意
見

交
換

、
研

修
会

へ
の

参
加

な
ど

、
活

発
な

活
動

が
行

わ
れ

た
。

・
生

涯
学

習
バ

ス
規

程
の

対
象

と
な

ら
な

い
「

1
0

人
未

満
で

活
用

す
る

場
合

」
の

小
中

学
校

授
業

、
中

学
校

部
活

動
や

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
の

大
会

の
移

動
支

援
が

図
ら

れ
た

。
・

江
差

北
小

学
校

で
は

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
地

域
の

方
と

連
携

し
、

畑
の

提
供

や
作

業
協

力
な

ど
の

活
動

が
取

り
組

ま
れ

た
ほ

か
、

江
差

小
学

校
で

の
ミ

シ
ン

実
習

補
助

な
ど

地
域

と
の

協
働

の
取

り
組

み
が

行
わ

れ
た

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

社
会

教
育

団
体

な
ど

担
い

手
不

足
の

状
況

か
ら

広
域

化
な

ど
の

検
討

を
望

む

Ｂ

1
2

部
活

動
地

域
移

行
対

策
【

成
果

説
明

書
8
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
1
2
】

・
部

活
動

地
域

移
行

検
討

協
議

会
及

び
部

会
の

開
催 　

　
協

議
会

3
回

、
部

会
2
回

　
開

催
・

協
議

会
だ

よ
り

の
発

行
・

近
隣

町
と

の
意

見
交

換
会

の
開

催

・
令

和
1
3
年

度
ま

で
を

期
間

と
す

る
部

活
動

の
「

地
域

展
開

」
に

向
け

、
学

校
、

地
域

、
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

関
係

者
に

よ
る

検
討

委
員

会
を

設
置

し
、

地
域

へ
の

移
行

に
向

け
協

議
を

行
い

、
部

活
動

の
現

状
及

び
課

題
に

つ
い

て
情

報
共

有
し

た
が

、
具

体
的

な
活

動
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

・
少

年
団

及
び

部
活

動
指

導
者

に
よ

る
推

進
部

会
を

通
じ

各
活

動
毎

の
課

題
な

ど
が

協
議

さ
れ

、
課

題
を

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・

各
団

体
等

を
通

じ
、

地
域

で
指

導
可

能
な

人
材

の
募

集
を

行
っ

た
が

人
材

の
発

掘
に

至
ら

な
か

っ
た

。
・

近
隣

４
町

（
江

差
・

上
ノ

国
・

厚
沢

部
・

乙
部

）
と

の
連

携
に

向
け

た
意

見
交

換
会

を
実

施
し

情
報

共
有

が
図

ら
れ

た
。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

指
導

者
の

発
掘

・
確

保
を

進
め

る
と

と
も

に
、

可
能

な
種

目
か

ら
順

次
、

進
め

て
い

く
こ

と
を

望
む

Ｃ

1
3

図
書

館
資

料
整

備
【

成
果

説
明

書
9
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
1
3
】

・
図

書
館

資
料

購
入

・
1
,
8
7
4
冊

購
入

(
前

年
度

：
1
,
9
8
5
冊

）
・

貸
出

冊
数

お
よ

び
人

数
　

1
7
,
7
4
1
冊

、
4
,
8
2
1
人

　
　

　
　

　
（

前
年

度
：

2
1
,
5
1
0
冊

、
5
,
2
3
2
人

）
・

定
期

的
（

週
１

回
）

に
図

書
を

購
入

し
、

利
用

者
の

希
望

に
応

じ
た

図
書

を
提

供
で

き
る

よ
う

に
努

め
た

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

Ａ

1
4

図
書

館
シ

ス
テ

ム
運

用
【

成
果

説
明

書
9
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
1
4
】

・
図

書
館

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
蔵

書
管

理
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

通
じ

た
蔵

書
検

索
、

貸
出

予
約

の
開

始

・
図

書
館

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
効

率
的

な
蔵

書
管

理
や

貸
出

事
務

が
行

わ
れ

た
。

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
通

じ
た

検
索

や
予

約
サ

ー
ビ

ス
に

よ
り

利
用

者
の

利
便

性
が

向
上

し
た

。
・

利
用

拡
大

に
向

け
て

、
更

な
る

広
報

・
周

知
を

し
て

い
く

こ
と

が
課

題
。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

Ｂ

令
和

７
年

度
　

江
差

町
教

育
委

員
会

事
務

事
業

評
価

一
覧

表
（

令
和
６
年
度
事
業
）

事
務

事
業

（
評

価
項

目
）

（
評
価
指
標
）
　
Ａ
　
十
分
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｂ
　
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｃ
　
や
や
不
十
分
で
あ
る
　
　
Ｄ
　
不
十
分
で
あ
る
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社
会
教
育
課

実
施

状
況

自
己

評
価

（
成

果
と

課
題

）
外

部
評

価
委

員
意

見
評

価

令
和

７
年

度
　

江
差

町
教

育
委

員
会

事
務

事
業

評
価

一
覧

表
（

令
和
６
年
度
事
業
）

事
務

事
業

（
評

価
項

目
）

1
5

図
書

館
事

務
【

成
果

説
明

書
9
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
1
5
】

・
読

み
聞

か
せ

会
、

学
校

と
の

連
携

事
業

・
保

育
園

、
幼

稚
園

、
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

へ
の

読
み

聞
か

せ
訪

問
・

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
事

業
　

　
年

6
回

・
夜

間
開

館
（

1
9
時

ま
で

開
館

）
・

本
と

雑
誌

の
譲

渡
会

・
水

堀
郵

便
局

配
本

所
運

営
・

フ
リ

ー
ス

ペ
ー

ス
の

設
置

・
蔵

書
点

検
の

実
施

・
ス

タ
ン

プ
カ

ー
ド

企
画

・
学

習
室

企
画

・
す

べ
て

の
世

代
へ

の
読

書
推

進
を

図
る

た
め

、
各

種
イ

ベ
ン

ト
等

を
開

催
を

通
じ

本
に

親
し

む
機

会
の

促
進

が
図

ら
れ

た
。

・
町

内
の

幼
稚

園
、

保
育

園
へ

読
み

聞
か

せ
訪

問
に

行
き

、
幼

少
期

か
ら

の
読

書
へ

親
し

む
機

会
を

作
る

こ
と

が
で

き
た

。
・

町
内

1
カ

所
で

の
臨

時
図

書
館

を
開

設
（

南
浜

）
。

・
週

2
回

（
水

・
金

）
の

夜
間

開
館

を
実

施
。

利
用

実
態

か
ら

令
和

7
年

1
月

よ
り

週
1
回

（
水

曜
日

の
み

）
と

し
た

。
・

中
学

生
以

下
を

対
象

と
し

た
ス

タ
ン

プ
カ

ー
ド

企
画

を
実

施
し

、
冬

期
間

の
利

用
促

進
を

図
っ

た
。

（
参

加
者

1
7
名

）
・

中
高

生
の

学
習

支
援

と
し

て
冬

休
み

期
間

に
文

化
会

館
会

議
室

を
学

習
の

場
と

し
て

提
供

し
た

が
、

図
書

館
内

で
学

習
す

る
生

徒
が

多
く

利
用

者
は

2
名

の
み

だ
っ

た
。

・
２

階
ホ

ワ
イ

エ
に

フ
リ

ー
ス

ペ
ー

ス
の

テ
ー

ブ
ル

・
イ

ス
の

改
善

を
行

い
利

用
環

境
を

向
上

さ
せ

、
本

を
読

む
以

外
の

図
書

館
の

利
用

も
促

進
し

た
。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

図
書

館
に

足
を

向
け

る
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

継
続

を
望

む

Ｂ

1
6

生
涯

学
習

推
進

【
成

果
説

明
書

1
0
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
1
6
】

・
青

少
年

健
全

育
成

事
業

の
推

進
・

少
年

の
主

張
の

開
催

・
家

庭
教

育
支

援
事

業
　

「
家

庭
教

育
講

演
会

」
出

席
4
8
名

・
二

十
歳

の
つ

ど
い

の
開

催
　

参
加

者
5
4
名

・
シ

ニ
ア

カ
レ

ッ
ジ

江
差

学
園

の
推

進
・

親
子

魚
さ

ば
き

体
験

講
座

の
実

施

・
夏

・
冬

の
年

2
回

の
生

活
リ

ズ
ム

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
の

取
り

組
み

を
通

じ
、

生
活

習
慣

の
分

析
を

行
い

、
学

校
と

の
情

報
共

有
を

行
い

な
が

ら
改

善
に

向
け

た
取

り
組

み
が

図
ら

れ
た

。
・

少
年

が
社

会
に

向
け

て
の

意
見

、
未

来
へ

の
希

望
を

発
表

す
る

機
会

を
設

け
、

少
年

の
健

全
育

成
及

び
非

行
防

止
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
契

機
と

な
る

こ
と

を
目

的
と

し
、

代
表

者
の

発
表

を
中

学
校

全
校

生
徒

が
聞

き
、

意
識

醸
成

が
図

ら
れ

た
。

・
例

年
開

催
の

「
家

庭
教

育
講

演
会

」
に

は
、

教
職

員
、

保
護

者
等

多
く

の
来

場
が

あ
り

意
識

向
上

に
つ

な
が

っ
た

。
・

シ
ニ

ア
カ

レ
ッ

ジ
は

学
生

3
0
名

に
対

し
、

年
間

1
7
の

講
座

、
行

事
を

開
設

し
た

。
ま

た
、

シ
ニ

ア
世

代
と

子
ど

も
と

の
交

流
を

昔
遊

び
を

通
じ

て
行

い
、

世
代

間
交

流
が

図
ら

れ
た

。
学

生
の

高
齢

化
と

減
少

に
伴

い
新

入
学

生
の

確
保

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

・
「

二
十

歳
の

つ
ど

い
」

を
開

催
し

こ
れ

か
ら

の
時

代
を

担
う

２
０

歳
の

門
出

を
祝

福
し

た
。

・
親

子
魚

さ
ば

き
体

験
を

実
施

し
、

食
育

を
通

じ
た

親
子

交
流

の
機

会
を

提
供

し
た

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

シ
ニ

ア
カ

レ
ッ

ジ
に

つ
い

て
体

験
入

学
を

実
施

す
る

な
ど

広
報

・
周

知
を

望
む

Ｂ

（
評
価
指
標
）
　
Ａ
　
十
分
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｂ
　
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｃ
　
や
や
不
十
分
で
あ
る
　
　
Ｄ
　
不
十
分
で
あ
る
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社
会
教
育
課

実
施

状
況

自
己

評
価

（
成

果
と

課
題

）
外

部
評

価
委

員
意

見
評

価

令
和

７
年

度
　

江
差

町
教

育
委

員
会

事
務

事
業

評
価

一
覧

表
（

令
和
６
年
度
事
業
）

事
務

事
業

（
評

価
項

目
）

1
7

生
涯

学
習

バ
ス

管
理

【
成

果
説

明
書

1
0
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
1
7
】

・
生

涯
学

習
バ

ス
の

運
行

・
管

理
　

延
べ

3
,
1
9
4
人

使
用

・
小

中
学

校
授

業
、

中
学

校
部

活
動

や
ス

ポ
ー

ツ
少

年
団

の
大

会
の

移
動

支
援

が
図

ら
れ

た
。

・
初

年
度

登
録

か
ら

2
5
年

が
経

過
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

車
両

の
老

朽
化

等
や

故
障

に
伴

う
部

品
供

給
が

困
難

に
な

っ
て

き
て

い
る

こ
と

か
ら

、
車

両
の

更
新

の
検

討
が

必
要

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

Ｂ

1
8

「
わ

く
わ

く
子

ど
も

広
場

」
運

営
モ

デ
ル

推
進

事
業

【
成

果
説

明
書

1
1
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
1
8
】

・
わ

く
わ

く
子

ど
も

広
場

の
開

催
（

延
2
1
日

間
）

　
　

来
場

者
数

　
8
3
2
人

（
前

年
度

1
,
1
6
4
人

）
・

文
化

会
館

大
ホ

ー
ル

に
エ

ア
遊

具
や

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

な
ど

を
楽

し
め

る
「

わ
く

わ
く

子
ど

も
広

場
」

を
開

設
し

、
冬

期
間

の
子

ど
も

た
ち

や
親

子
の

交
流

の
場

と
し

て
、

多
く

の
利

用
が

あ
り

好
評

を
得

た
。

・
特

別
企

画
と

し
て

設
置

遊
具

を
使

用
し

た
「

レ
ー

ス
大

会
」

を
開

催
し

た
（

参
加

者
2
0
名

）
・

家
庭

用
ゲ

ー
ム

な
ど

を
自

由
に

遊
べ

る
「

わ
く

わ
く

ゲ
ー

ム
ラ

ン
ド

」
を

開
催

し
、

町
長

と
の

ゲ
ー

ム
対

戦
な

ど
多

く
の

子
ど

も
や

親
子

が
楽

し
め

る
企

画
を

実
施

し
た

。
・

中
高

生
の

利
用

が
少

な
い

な
ど

、
更

な
る

利
用

拡
大

に
向

け
た

、
内

容
の

見
直

し
や

広
報

・
周

知
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

Ｂ

1
9

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
Ｃ

Ａ
Ｍ

Ｐ
【

成
果

説
明

書
1
1
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
1
9
】

・
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

体
験

講
座

の
開

催
　

　
小

学
生

3
名

、
中

学
生

3
名

参
加

・
ま

な
び

っ
く

を
会

場
に

㈱
サ

ッ
ポ

ロ
ド

ラ
ッ

グ
ス

ト
ア

ー
と

の
連

携
事

業
簿

と
し

て
、

小
中

学
生

を
対

象
に

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
講

座
を

開
催

し
基

礎
的

な
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

技
術

の
ほ

か
Ｉ

Ｃ
Ｔ

講
話

や
ス

ポ
ー

ツ
教

室
な

ど
に

よ
り

交
流

が
図

ら
れ

た
。

・
１

泊
２

日
で

の
日

程
の

た
め

参
加

者
数

が
少

な
か

っ
た

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

Ｂ

（
評
価
指
標
）
　
Ａ
　
十
分
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｂ
　
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｃ
　
や
や
不
十
分
で
あ
る
　
　
Ｄ
　
不
十
分
で
あ
る
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社
会
教
育
課

実
施

状
況

自
己

評
価

（
成

果
と

課
題

）
外

部
評

価
委

員
意

見
評

価

令
和

７
年

度
　

江
差

町
教

育
委

員
会

事
務

事
業

評
価

一
覧

表
（

令
和
６
年
度
事
業
）

事
務

事
業

（
評

価
項

目
）

2
0

文
化

会
館

管
理

等
【

成
果

説
明

書
1
2
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
2
0
～

4
2
1
】

・
指

定
管

理
委

託
に

よ
る

運
営

（
㈱

エ
イ

チ
ケ

ー
サ

ー
ビ

ス
）

　
来

館
者

延
べ

2
3
,
4
3
6
人

（
前

年
度

：
2
0
,
7
5
9

人
）

・
畳

張
替

、
大

ホ
ー

ル
玄

関
段

差
解

消
ス

ロ
ー

プ
、

吸
収

式
冷

温
水

発
生

機
真

空
漏

れ
修

繕
、

屋
上

ガ
ラ

リ
部

周
囲

コ
ー

キ
ン

グ
補

修
、

音
響

反
射

板
部

品
交

換
、

真
空

ヒ
ー

タ
ー

清
掃

整
備

、
外

壁
飾

り
鉄

撤
去

な
ど

を
実

施
・

文
化

会
館

図
書

館
窓

防
水

改
修

　
図

書
館

の
雨

漏
り

対
策

・
指

定
管

理
者

に
よ

る
文

化
会

館
を

活
用

し
た

「
ク

リ
ス

マ
ス

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

」
な

ど
の

自
主

事
業

や
施

設
の

利
用

促
進

を
含

め
た

ロ
ビ

ー
展

示
を

実
施

す
る

等
工

夫
し

な
が

ら
貸

館
業

務
の

充
実

が
図

ら
れ

た
。

・
電

気
料

及
び

燃
料

費
の

高
騰

に
よ

る
指

定
管

理
料

が
増

加
（

光
熱

水
費

5
,
2
8
8
千

円
の

増
額

補
正

）
・

大
ホ

ー
ル

玄
関

部
の

段
差

解
消

ス
ロ

ー
プ

を
改

修
し

利
用

環
境

の
改

善
を

図
っ

た
。

・
老

朽
化

に
よ

り
破

損
し

て
い

る
外

部
階

段
の

補
修

の
ほ

か
、

正
面

玄
関

床
部

の
モ

ル
タ

ル
補

修
、

テ
ラ

ス
窓

の
コ

ー
キ

ン
グ

処
理

、
楽

屋
の

フ
ロ

ー
リ

ン
グ

改
修

を
行

い
、

施
設

の
維

持
管

理
を

行
っ

た
。

・
８

月
に

冷
暖

房
用

の
給

水
式

冷
温

水
発

生
器

が
の

真
空

漏
れ

に
よ

る
故

障
が

発
生

し
、

緊
急

修
繕

を
行

い
猛

暑
時

の
冷

房
機

能
の

維
持

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
図

書
館

窓
枠

の
雨

漏
り

の
改

修
と

し
て

窓
枠

コ
ー

キ
ン

グ
改

修
を

行
っ

た
。

・
施

設
の

老
朽

化
に

伴
う

施
設

及
び

設
備

の
改

修
な

ど
、

資
材

高
騰

も
含

め
維

持
管

理
に

伴
う

経
費

の
増

大
が

課
題

・
ホ

ー
ル

で
の

イ
ベ

ン
ト

開
催

な
ど

文
化

会
館

利
用

者
の

拡
大

が
課

題
。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

Ｂ

2
1

文
化

振
興

事
務

【
成

果
説

明
書

1
2
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
2
2
】

・
江

差
町

文
化

協
会

活
動

支
援

・
芸

術
鑑

賞
事

業
（

も
っ

た
い

な
い

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル

実
施

）
町

内
小

学
生

対
象

事
業

・
江

差
町

文
化

協
会

へ
の

活
動

費
助

成
を

行
い

、
町

民
文

化
祭

や
団

体
活

動
へ

の
支

援
を

行
っ

た
。

・
小

学
生

を
対

象
と

し
た

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル

公
演

を
行

い
、

生
の

舞
台

芸
術

に
触

れ
る

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

成
人

向
け

の
芸

術
鑑

賞
事

業
の

検
討

を
望

む

Ｂ

2
2

芸
術

鑑
賞

事
業

「
音

楽
の

ゆ
う

え
ん

ち
」

【
成

果
説

明
書

1
3
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
2
3
】

・
江

差
町

文
化

協
会

主
催

事
業

・
「

音
楽

の
ゆ

う
え

ん
ち

」
・

一
般

向
け

音
楽

コ
ン

サ
ー

ト
、

児
童

園
児

向
け

「
親

子
で

楽
し

む
音

楽
の

ゆ
う

え
ん

ち
i
n
江

差
町

」
・

参
加

者
一

般
向

け
1
0
0
名

、
児

童
園

児
向

け
3
3
5

名

・
バ

イ
オ

リ
ン

を
中

心
と

し
た

音
楽

コ
ン

サ
ー

ト
を

一
般

向
け

と
児

童
・

園
児

向
け

の
２

公
演

を
開

催
す

る
こ

と
に

よ
り

、
幅

広
い

世
代

が
プ

ロ
に

よ
る

生
演

奏
を

鑑
賞

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
自

己
評

価
ど

お
り

で
良

い
Ａ

（
評
価
指
標
）
　
Ａ
　
十
分
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｂ
　
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｃ
　
や
や
不
十
分
で
あ
る
　
　
Ｄ
　
不
十
分
で
あ
る
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社
会
教
育
課

実
施

状
況

自
己

評
価

（
成

果
と

課
題

）
外

部
評

価
委

員
意

見
評

価

令
和

７
年

度
　

江
差

町
教

育
委

員
会

事
務

事
業

評
価

一
覧

表
（

令
和
６
年
度
事
業
）

事
務

事
業

（
評

価
項

目
）

2
3

歴
史

文
化

基
本

構
想

推
進

【
成

果
説

明
書

1
3
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
2
4
】

・
北

海
道

大
学

西
山

徳
明

氏
と

事
業

展
開

協
議

・
教

育
委

員
会

Y
o
u
T
u
b
e
チ

ャ
ン

ネ
ル

開
設

・
「

歴
史

文
化

基
本

構
想

」
の

具
現

化
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

て
い

な
い

。
・

構
想

策
定

に
携

わ
っ

た
北

大
の

西
山

氏
と

今
後

の
具

体
化

に
向

け
た

協
議

の
場

を
も

つ
こ

と
が

で
き

た
。

・
様

々
な

動
画

公
開

を
し

、
一

般
向

け
に

江
差

町
の

歴
史

文
化

の
周

知
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

Ｃ

2
4

旧
中

村
家

管
理

【
成

果
説

明
書

1
3
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
2
5
】

・
会

計
年

度
任

用
職

員
3
名

の
雇

用
。

・
年

間
3
3
4
日

の
開

館
。

・
年

間
4
,
4
6
7
人

の
入

館
者

。

・
施

設
を

案
内

す
る

た
め

の
専

門
職

員
の

雇
用

を
継

続
し

、
施

設
を

公
開

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
自

己
評

価
ど

お
り

で
良

い
Ｂ

2
5

旧
関

川
家

管
理

【
成

果
説

明
書

1
3
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
2
6
】

・
会

計
年

度
任

用
職

員
2
名

の
雇

用
。

・
年

間
2
1
4
日

の
開

館
。

・
年

間
1
,
4
8
7
人

の
入

館
者

。

・
施

設
を

案
内

す
る

た
め

の
専

門
職

員
の

雇
用

を
継

続
し

、
施

設
を

公
開

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
自

己
評

価
ど

お
り

で
良

い
Ｂ

2
6

博
物

館
活

動
・

旧
檜

山
爾

志
郡

役
所

管
理

【
成

果
説

明
書

1
4
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
2
7
】

・
会

計
年

度
任

用
職

員
3
名

の
雇

用
。

・
年

間
3
3
4
日

の
開

館
。

・
年

間
4
,
2
7
0
人

の
入

館
者

。
・

企
画

展
「

明
治

元
年

の
箱

館
戦

争
-
道

南
各

地
の

資
料

と
史

跡
を

通
じ

て
-
」

の
開

催
（

7
/
2
7
～

9
/
2
9
）

。
・

企
画

展
「

三
上

千
代

蔵
作

品
展

-
自

ら
の

技
を

、
地

域
と

共
に

、
そ

し
て

家
族

を
想

い
-
」

の
開

催
（

1
2
/
2
1
～

3
/
2
3
）

・
教

育
普

及
活

動
と

し
て

「
夜

の
博

物
館

へ
よ

う
こ

そ
」

「
k
a
i
y
o
m
a
r
u
 
C
u
p
」

を
開

催
。

・
施

設
を

案
内

す
る

た
め

の
専

門
職

員
の

雇
用

を
継

続
し

、
施

設
を

公
開

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・

2
回

の
企

画
展

を
開

催
し

、
常

設
展

示
だ

け
で

は
説

明
で

き
な

い
江

差
の

歴
史

文
化

を
紹

介
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
旧

檜
山

郡
役

所
庁

舎
で

お
化

け
屋

敷
的

活
動

と
し

て
、

夜
の

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
し

親
子

な
ど

が
楽

し
む

機
会

を
提

供
で

き
た

。
・

開
陽

丸
引

揚
遺

物
に

関
連

し
た

ド
ミ

ノ
ゲ

ー
ム

大
会

を
開

催
し

開
陽

丸
に

関
す

る
高

揚
が

図
ら

れ
た

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

Ｂ

2
7

ふ
る

さ
と

学
習

推
進

・
文

化
財

保
護

事
務

【
成

果
説

明
書

1
4
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
2
8
】

・
文

化
財

調
査

委
員

会
の

開
催

（
１

回
）

・
学

校
の

求
め

に
応

じ
た

「
ふ

る
さ

と
江

差
発

見
事

業
」

を
1
4
事

業
実

施
。

・
町

内
外

か
ら

依
頼

を
受

け
た

江
差

の
文

化
遺

産
に

つ
い

て
1
8
回

の
説

明
実

施
。

・
「

ふ
る

さ
と

江
差

発
見

事
業

」
の

実
施

に
よ

り
『

江
差

町
教

育
推

進
計

画
』

で
掲

げ
る

テ
ー

マ
「

ふ
る

さ
と

江
差

に
心

の
向

く
教

育
の

推
進

」
の

具
現

化
に

寄
与

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・

町
内

外
か

ら
の

説
明

要
望

に
応

え
る

こ
と

に
よ

っ
て

江
差

の
歴

史
文

化
を

紹
介

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

Ｂ

2
8

開
陽

丸
船

体
現

状
確

認
調

査
【

成
果

説
明

書
1
5
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
2
9
】

・
開

陽
丸

船
体

現
状

確
認

調
査

（
溶

存
酸

素
計

の
交

換
）

・
開

陽
丸

大
型

船
体

の
状

況
調

査
の

た
め

、
溶

存
酸

素
量

を
計

測
す

る
機

器
の

設
置

を
行

い
保

存
環

境
の

確
認

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

Ａ

（
評
価
指
標
）
　
Ａ
　
十
分
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｂ
　
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｃ
　
や
や
不
十
分
で
あ
る
　
　
Ｄ
　
不
十
分
で
あ
る
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社
会
教
育
課

実
施

状
況

自
己

評
価

（
成

果
と

課
題

）
外

部
評

価
委

員
意

見
評

価

令
和

７
年

度
　

江
差

町
教

育
委

員
会

事
務

事
業

評
価

一
覧

表
（

令
和
６
年
度
事
業
）

事
務

事
業

（
評

価
項

目
）

2
9

開
陽

丸
遺

物
の

保
存

・
活

用
【

成
果

説
明

書
1
5
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
3
0
】

・
開

陽
丸

遺
跡

・
引

揚
遺

物
保

存
活

用
検

討
委

員
会

開
催

（
３

回
）

・
地

域
お

こ
し

協
力

隊
イ

ン
タ

ー
ン

（
1
/
1
9
～

2
/
1
）

・
講

座
「

幕
末

の
蒸

気
船

」
2
/
1
に

実
施

・
開

陽
丸

引
揚

遺
物

の
整

理
及

び
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

作
成

・
専

門
的

知
見

を
有

す
る

者
で

構
成

さ
れ

た
検

討
委

員
会

を
設

置
し

、
遺

跡
及

び
引

揚
げ

遺
物

の
保

存
・

活
用

に
向

け
た

協
議

が
行

わ
れ

事
業

の
効

果
的

な
推

進
が

図
ら

れ
た

。
・

地
域

お
こ

し
協

力
隊

イ
ン

タ
ー

ン
と

し
て

大
学

研
究

員
が

引
揚

遺
物

の
調

査
研

究
を

行
い

一
部

の
遺

物
の

用
途

が
明

ら
か

に
な

っ
た

。
・

重
要

考
古

資
料

に
選

定
さ

れ
た

開
陽

丸
引

揚
遺

物
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

作
成

の
た

め
、

会
計

年
度

任
用

職
員

を
配

置
し

整
理

が
進

ん
だ

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

Ｂ

3
0

開
陽

丸
遺

跡
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

【
成

果
説

明
書

1
5
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
3
1
】

・
水

中
遺

跡
調

査
（

船
体

の
状

況
調

査
・

木
材

の
劣

化
状

態
調

査
・

引
揚

遺
物

の
状

態
調

査
等

）
・

周
辺

地
域

の
専

門
職

員
の

実
地

研
修

・
講

座
開

催
に

よ
る

普
及

啓
発

活
動

・
先

進
地

視
察

、
文

化
庁

事
後

報
告

等

・
「

令
和

6
年

度
日

本
に

お
け

る
水

中
遺

跡
保

護
体

制
の

整
備

充
実

に
関

す
る

調
査

研
究

事
業

に
と

も
な

う
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

」
に

よ
り

事
業

委
託

を
受

け
、

関
係

機
関

の
協

力
の

も
と

、
今

後
の

保
存

活
用

に
向

け
た

遺
跡

の
状

況
調

査
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
調

査
に

あ
わ

せ
て

近
隣

専
門

職
員

の
実

地
研

修
を

行
う

こ
と

に
よ

り
技

術
の

普
及

が
図

ら
れ

た
。

・
町

民
向

け
に

講
座

を
開

催
す

る
こ

と
に

よ
り

、
町

民
へ

の
意

識
醸

成
が

図
ら

れ
た

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

Ａ

3
1

町
内

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

場
管

理
支

援
【

成
果

説
明

書
1
6
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
3
2
】

・
町

内
パ

ー
ク

ゴ
ル

フ
場

管
理

支
援

（
3
団

体
）

・
外

周
フ

ェ
ン

ス
修

繕
・

江
差

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

協
会

、
水

堀
パ

ー
ク

ゴ
ル

フ
愛

好
会

、
南

が
丘

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

愛
遊

会
に

対
し

、
補

助
を

行
い

、
活

動
支

援
が

図
ら

れ
た

。
・

江
差

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

協
会

が
管

理
す

る
江

差
追

分
パ

ー
ク

ゴ
ル

フ
場

の
管

理
の

た
め

老
朽

化
し

た
外

周
フ

ェ
ン

ス
の

資
材

を
提

供
し

施
設

の
維

持
管

理
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

Ｂ

（
評
価
指
標
）
　
Ａ
　
十
分
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｂ
　
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｃ
　
や
や
不
十
分
で
あ
る
　
　
Ｄ
　
不
十
分
で
あ
る
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社
会
教
育
課

実
施

状
況

自
己

評
価

（
成

果
と

課
題

）
外

部
評

価
委

員
意

見
評

価

令
和

７
年

度
　

江
差

町
教

育
委

員
会

事
務

事
業

評
価

一
覧

表
（

令
和
６
年
度
事
業
）

事
務

事
業

（
評

価
項

目
）

3
2

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

推
進

【
成

果
説

明
書

1
6
～

1
7
ぺ

ー
ジ

、
　

№
4
3
3
、

4
3
6
】

・
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
会

（
1
回

開
催

）
・

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
大

会
、

檜
山

管
内

ス
ポ

ー
ツ

　
フ

ェ
ス

タ
、

合
宿

・
各

種
大

会
、

ス
ポ

ー
ツ

　
団

体
、

部
活

動
等

活
動

支
援

・
学

社
融

合
ス

キ
ー

学
習

支
援

・
夏

休
み

ス
イ

ミ
ン

グ
ス

ク
ー

ル
・

冬
休

み
ス

キ
ー

レ
ッ

ス
ン

・
江

差
町

ス
ポ

ー
ツ

協
会

、
江

差
町

ス
ポ

ー
ツ

　
少

年
団

本
部

支
援

、
活

動
助

成
、

指
定

寄
附

に
よ

る
活

動
補

助

・
委

員
会

で
の

意
見

交
換

、
研

修
会

へ
の

参
加

な
ど

、
活

発
な

活
動

が
行

わ
れ

た
。

・
ス

ポ
ー

ツ
振

興
の

た
め

に
各

種
大

会
等

活
動

に
つ

い
て

支
援

を
実

施
し

た
。

・
小

学
生

の
水

泳
技

術
向

上
に

向
け

た
ス

イ
ミ

ン
グ

ス
ク

ー
ル

を
開

催
し

、
子

ど
も

達
の

泳
力

向
上

に
寄

与
し

た
。

・
小

中
学

校
の

ス
キ

ー
授

業
に

対
し

講
師

を
派

遣
し

、
授

業
支

援
を

行
っ

た
。

・
小

学
１

年
生

か
ら

４
年

生
を

対
象

と
し

た
ス

キ
ー

レ
ッ

ス
ン

を
開

催
し

、
ス

キ
ー

技
術

の
向

上
に

寄
与

し
た

。
・

ス
ポ

ー
ツ

協
会

、
ス

ポ
ー

ツ
少

年
団

本
部

の
事

務
局

と
し

て
各

活
動

の
支

援
の

ほ
か

、
企

業
か

ら
の

寄
付

金
に

よ
り

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
へ

の
活

動
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
・

児
童

・
生

徒
の

減
少

に
よ

り
各

少
年

団
活

動
へ

の
新

た
な

加
入

な
ど

団
員

確
保

や
指

導
者

の
確

保
が

課
題

。
・

学
習

支
援

用
の

ス
キ

ー
を

町
内

の
児

童
・

生
徒

へ
貸

出
し

を
行

い
、

ス
キ

ー
授

業
や

冬
季

間
の

活
動

を
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
上

ノ
国

町
と

の
社

会
教

育
施

設
の

相
互

利
用

協
定

に
よ

り
、

総
合

体
育

館
で

の
少

年
団

活
動

や
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
の

利
用

な
ど

町
民

の
ス

ポ
ー

ツ
活

動
に

寄
与

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

Ｂ

3
3

コ
ン

サ
ド

ー
レ

札
幌

連
携

事
業

【
成

果
説

明
書

1
7
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
3
5
】

・
コ

ン
サ

ド
ー

レ
札

幌
主

催
「

小
中

学
生

を
対

象
と

し
た

サ
ッ

カ
ー

教
室

」
を

開
催

、
1
0
/
1
2
、

小
中

学
生

3
5
名

参
加

・
上

ノ
国

町
と

合
同

で
連

携
協

定
を

締
結

し
た

コ
ン

サ
ド

ー
レ

の
協

力
を

得
て

、
運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

事
業

を
令

和
5
年

度
か

ら
継

続
し

て
実

施
。

令
和

6
年

度
は

江
差

町
の

運
動

公
園

に
お

い
て

小
中

学
生

を
対

象
と

し
た

サ
ッ

カ
ー

教
室

を
開

催
し

技
術

向
上

が
図

ら
れ

た
。

（
Ｒ

５
は

上
ノ

国
町

体
育

館
で

食
育

講
座

と
基

礎
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
講

座
を

実
施

）

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

Ｂ

（
評
価
指
標
）
　
Ａ
　
十
分
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｂ
　
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｃ
　
や
や
不
十
分
で
あ
る
　
　
Ｄ
　
不
十
分
で
あ
る
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社
会
教
育
課

実
施

状
況

自
己

評
価

（
成

果
と

課
題

）
外

部
評

価
委

員
意

見
評

価

令
和

７
年

度
　

江
差

町
教

育
委

員
会

事
務

事
業

評
価

一
覧

表
（

令
和
６
年
度
事
業
）

事
務

事
業

（
評

価
項

目
）

3
4

運
動

公
園

管
理

【
成

果
説

明
書

1
7
～

1
8
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
3
7
、

4
4
0
】

・
運

動
公

園
の

管
理

（
4
月

1
日

か
ら

1
0
月

3
1
日

）
　

延
べ

1
4
,
1
5
8
人

使
用

・
３

塁
側

ダ
グ

ア
ウ

ト
扉

改
修

・
子

ど
も

ふ
れ

あ
い

広
場

の
開

設

・
会

計
年

度
任

用
職

員
2
名

に
よ

る
平

日
管

理
及

び
活

動
団

体
に

よ
る

休
日

管
理

を
行

い
、

適
切

に
管

理
が

行
わ

れ
た

。
・

運
動

公
園

野
球

場
３

塁
側

ダ
グ

ア
ウ

ト
の

鉄
製

扉
の

ド
ア

が
腐

食
に

よ
り

開
閉

不
可

と
な

っ
た

こ
と

か
ら

改
修

を
行

い
、

利
用

環
境

の
改

善
が

図
ら

れ
た

。
・

令
和

５
年

度
に

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

の
一

部
を

改
修

し
、

フ
ッ

ト
サ

ル
及

び
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
が

自
由

に
楽

し
め

る
「

子
ど

も
ふ

れ
あ

い
広

場
」

を
開

設
し

、
子

ど
も

達
や

親
子

の
交

流
の

場
と

し
て

多
く

の
方

に
利

用
さ

れ
、

運
動

公
園

の
利

用
拡

大
に

つ
な

が
っ

た
。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

Ｂ

3
5

水
堀

町
民

プ
ー

ル
管

理
【

成
果

説
明

書
1
8
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
3
8
】

・
管

理
業

務
の

業
者

委
託

　
７

～
８

月
の

お
盆

期
間

を
除

く
6
0
日

間
開

館
　

延
べ

1
,
6
3
8
人

使
用

・
プ

ー
ル

の
監

視
、

清
掃

業
務

を
警

備
、

清
掃

業
務

の
実

績
が

あ
る

業
者

委
託

し
、

適
切

な
管

理
が

図
ら

れ
た

。
自

己
評

価
ど

お
り

で
良

い
Ｂ

3
6

朝
日

町
民

体
育

館
管

理
【

成
果

説
明

書
1
8
ペ

ー
ジ

、
　

№
4
3
9
、

4
4
1
】

・
朝

日
町

民
体

育
館

の
管

理
　

延
べ

3
,
1
8
0
人

使
用

・
F
F
式

温
風

器
１

台
取

替

・
各

ス
ポ

ー
ツ

団
体

へ
施

設
貸

出
を

行
い

、
健

康
増

進
の

た
め

に
活

用
さ

れ
た

。
・

４
基

設
置

さ
れ

て
い

る
暖

房
機

の
１

基
が

故
障

に
よ

り
運

転
不

能
と

な
り

、
新

た
に

１
基

の
取

替
を

行
い

冬
期

間
の

暖
房

機
能

の
維

持
を

果
た

す
こ

と
が

で
き

た
。

自
己

評
価

ど
お

り
で

良
い

Ｂ

（
評
価
指
標
）
　
Ａ
　
十
分
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｂ
　
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
て
い
る
　
　
Ｃ
　
や
や
不
十
分
で
あ
る
　
　
Ｄ
　
不
十
分
で
あ
る
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